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目次は、1章 人工原子、量子ドットとは何か 2章 量子ドットの形成 3章 量子サイズ効果 4
章 エネルギー離散化と反転分布：レーザーへ 5 章 表面を通じた化学結合：蛍光イメージプロ
ーブへ 6章 外界との相互作用：光多重メモリーへ 7章 量子ドットの光非線形：光スイッチ、
高効率太陽電池へ 8章 電子状態のコヒーレンスとコヒーレント制御：量子計算へ 9章 スピン
に依存したエネルギー微細構造とスピン緩和時間 10 章 量子力学の応用：量子計算と量子通信 

















































































調器(Spatial light modulator, SLM)を用いて高次の分散補償を行い、試料面でのパルスの時間幅を最適
化した。そして上記のように形成されたパルス対を用いて局所領域で励起された SP 波束の可視化
を行った。試料はナノスケールの段差構造を有する Au 薄膜であり、さらに表面に蛍光層を形成し
ている。対物レンズを通して集光したスポット径約 4 𝜇𝜇m の励起光を Au 膜の段差部に入射し、プ
ローブパルスを SP の伝搬領域を含む直径約 50 𝜇𝜇 m の範囲に照射する。ポンプパルスにより励起
された SP により Au 膜表面にエバネッセント場が形成されるため、SP 波束が伝搬した軌跡には
ジェット状の蛍光が見られる。さらにSP ジェットにプローブパルスを適当な遅延時間  をおいて









表面プラズモンポラリトン（Long Range Surface Plasmon Polariton: LRSPP）に関する研究が行われて
いる。LRSPPは、膜厚<30nmの金属薄膜の上下を同一の誘電体で挟み込んだ構造において生成され

























延光学系の構築、ならびに 1.55 フェムト秒レーザー励起 SPP の二光子蛍光顕微鏡法による可視
化を行う。 
 本研究ではチタンサファイア(Ti:S)フェムト秒再生増幅器の出力を光パラメトリック増幅器(OPA)
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【５】 両性分子 SubPcへの電荷注入の観測[8]（高橋、米澤、NIMS、守友）図５ 
両性分子 SubPcは、高効率有機太陽電池材料として注目を浴びている。我々は、SubPc/C60
および SuBPc/6Tヘテロ型太陽電池を作製し、デバイス特性を明らかにした。さらに、系統









【６】 走査型軟 X線顕微鏡による有機薄膜太陽電池の分子混合の研究[9,10] （守友、米
澤、NIMS、KEK、AIST、広大、東大）図６ 

















【８】 密度汎関数法によるPd(110)表面電子状態の研究 （東山） 図８ 
  我々は以前、シンクロトロン放射光を用いて Pd(110)表面の光電子スペクトルを測定した。


















        
図８ 左：バルクのバンド図（四角が実験、状態 a-dは除いてある） 
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